






鮒一蹴挫業×ICT 農業×ICT

料
産
業
と
し
て
の
日
本
の
国
際
競
争
力
の
強
化
だ
け
で
な
く
、
世
界
規
模
で
の
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
農

業
社
会
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
イ
ン
フ
ラ
市
場
の
創
成
、
輸
出
な
ど
に
も
貢
献
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

目
指
す
必
要
が
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
世
界
的
に
は
、
今
後
、
人

口
の
増
加
と
生
活
質
の
向
上
、
農
作
物
の
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
な
ど
に
よ
り
、
農
業
や
食
料
産

業
は
成
長
産
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
無
計
画
な
農
地
の
拡
大
は
、
地
域
の

環
境
を
破
壊
し
、
地
球
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
。
日

本
が
先
行
し
て
い
る
都
市
の
拡
大
と
農
村
の
疲
弊
、

さ
ら
に
、
今
後
訪
れ
る
人
口
減
少
や
老
齢
化
に
伴

う
諸
問
題
へ
の
緩
和
・
適
応
策
は
、
世
界
の
多
く

の
国
が
将
来
、
同
様
の
問
題
に
対
応
せ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
を
考
え
れ
ば
、
先
駆
的
な
取
り
組
み
と

し
て
の
価
値
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
麗
業
や
食

世
界
の
農
作
物
の
増
産
は
、
農
地
の
拡
大
や
瀧
概
イ
ン
フ
ラ
の
拡
充
、
バ
イ
オ
育
種
や
栽
培
、

機
械
化
な
ど
の
農
業
技
術
の
改
良
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
が
、
温
室
効
果
ガ
ス
放
出
（
温
暖
化
）

や
森
林
破
壊
、
砂
漠
化
、
生
態
系
・
生
物
多
様
性
喪
失
な
ど
の
地
球
環
境
問
題
を
引
き
起
こ
し
、

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
懸
念
が
あ
る
。

例
え
ば
、
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
ラ
ル
海
の
縮
小
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
過
度
の
農
地
開
発
は
、
水

資
源
の
枯
渇
や
土
壌
荒
廃
を
も
た
ら
す
。
焼
き
畑
や
、
森
林
伐
採
、
熱
帯
泥
炭
地
の
耕
地
化
な
ど

は
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
を
消
滅
さ
せ
、
逆
に
二
酸
化
炭
素
を
大
気
へ
放
出
す
る
。
窒
素
施
肥

は
、
二
酸
化
炭
素
の
三
一
○
倍
の
温
暖
化
効
果
が
あ
る
亜
酸
化
窒
素
を
発
生
さ
せ
、
水
田
は
二
一

農
業
×
Ｉ
Ｃ
Ｔ

器金的画詞 回冨の卸図

図1-1「社会的測迦」と「股紫の郷迩」
｢;峰的麺」と「蕊藁の採麺」は瀧l良に旧I係している‘
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鋪一噸股粟×ICT 鵬粟×ICT

植
物
工
場
な
ど
の
施
設
農
業
は
、
一
般
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
型
の
生
産
方
式
で
あ
り
、
石

油
価
格
の
上
昇
に
よ
り
生
産
活
動
そ
の
も
の
に
影
響
が
で
て
お
り
、
省
エ
ネ
、
さ
ら
に
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
他
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
と
の
効
率
的
融
合
が
必
要
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

生
産
国
の
偏
在
は
食
料
自
給
率
を
低
下
さ
せ
、
安
全
保
障
の
問
題
を
引
き
起
こ
す
。
さ
ら
に
、
生

さ
せ
る
。
肉
類
（

を
必
要
と
す
る
。

倍
の
温
暖
化
効
果
が
あ
る
メ
タ
ン
の
発
生
源
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
ガ
ス
は
家
畜
か
ら
も
放
出
さ
れ

る
。
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
完
全
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は
い
え

な
い
か
も
知
れ
な
い
。

投
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
生
み
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
比
（
Ｅ
Ｐ

Ｒ
）
で
み
る
と
、
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
へ
の
転
換
な
ど
、
利
便
性
の
よ
い
も
の
に
変
換
す
る
た
め
に
、

現
状
で
は
、
大
凡
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
一
・
三
、
食
料
イ
ネ
で
一
を
切
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

所
得
の
増
加
に
よ
る
生
活
質
の
向
上
は
、
穀
物
を
中
心
と
し
た
食
生
活
か
ら
肉
類
の
消
費
を
増
大

さ
せ
る
。
肉
類
の
生
産
に
は
、
穀
物
生
産
に
比
べ
て
、
数
倍
か
ら
十
数
倍
程
度
の
耕
地
と
水
資
源

雌
地
の
分
散
と
流
通
が
、
輸
送
や
冷
凍
保
存
な
ど
を
介
し
て
膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を
促
し
、

環
境
に
負
荷
を
与
え
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
解
決
の
た
め
に
は
、
個
別
の
技
術
開
発
に
加
え
て
、
セ

ン
シ
ン
グ
と
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
統
合
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
管
理
と
最
適
化
が
不
可
欠
で
あ
る
。

食
の
安
全
・
安
心
に
関
連
し
た
生
産
現
場
か
ら
流
通
、
消
費
段
階
に
至
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
各
々
の
段
階
に
お
け
る
適
正
規
範
の
導
入
、
さ
ら
に
、
適
正
な
農
薬
や
肥
料

管
理
、
生
産
物
の
品
質
管
理
、
自
動
化
、
省
力
化
を
目
的
と
し
た
営
農
管
理
、
農
地
管
理
な
ど
は
、

個
別
要
素
と
柵
倣
的
な
シ
ス
テ
ム
の
両
面
か
ら
、
情
報
と
し
て
生
産
、
流
通
、
消
費
を
と
ら
え
る

も
の
で
あ
り
、
セ
ン
シ
ン
グ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
効
果
が
大
き
い
。
ま
た
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る

健
康
食
品
に
関
す
る
情
報
や
植
物
ワ
ク
チ
ン
、
ド
ク
タ
ー
ズ
キ
ッ
チ
ン
な
ど
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
農
業
分
野
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
よ
り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
創
出
が
期
待
で
き
る
。

現
在
、
長
年
の
歴
史
に
支
え
ら
れ
た
日
本
の
農
業
活
動
は
、
老
齢
化
と
後
継
者
不
足
に
よ
り
危

機
に
瀕
し
て
い
る
が
、
持
続
的
な
生
産
活
動
を
支
え
る
知
恵
を
も
っ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
ア
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第一章鵬粟×ICT ビッグデータが支えるアンピエント農粟

す
な
わ
ち
、
農
業
も
「
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
」
で
あ
る
。
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
と
は
、
巨
大
な
デ
ー
タ
を
、
高
度
な
デ
ー
タ
マ
イ
ニ
ン

グ
に
よ
っ
て
分
析
し
、
そ
の
結
果
を
活
用
す
る
こ
と
を
い
う
。

情
報
業
界
で
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
デ
ー
タ
、
マ
ル
チ
メ

デ
ィ
ア
デ
ー
タ
、
オ
フ
ィ
ス
デ
ー
タ
、
顧
客
デ
ー
タ
、
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
デ
ー
タ
、
ウ
ェ
ブ
デ
ー
タ
、
ロ
グ
デ
ー
タ
、
セ
ン
サ
デ
ー

タ
な
ど
の
膨
大
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
高
度
化
に

つ
な
げ
る
動
き
が
盛
ん
で
あ
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
は
、
グ
ー
グ
ル
や
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク

と
い
っ
た
ネ
ッ
ト
企
業
に
お
い
て
は
、
企
業
競
争
力
の
源
泉
で

あ
る
。
ど
れ
だ
け
デ
ー
タ
を
集
め
て
い
る
か
が
競
争
力
の
源
で

あ
り
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
に
群
が
る
形
で
多
く
の
サ
ー
ド
パ
ー

テ
ィ
事
業
者
が
集
ま
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
デ
ー
タ
自
体
が

生
産
、
流
通
、
販
売
、
消
費
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
膨
大
な
デ
ー
タ
が
生
成
さ

れ
て
い
る
。
環
境
デ
ー
タ
（
気
温
、
湿
度
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
、
光
強
度
、
光
質
、
日
長
、
培
地
温
度
、

培
養
液
温
度
・
濃
度
・
組
成
・
叫
給
液
頻
度
な
ど
）
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
デ
ー
タ
（
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
、
空
調
制
御
デ
ー
タ
な
ど
）
、
生
育
デ
ー
タ
（
品
質
、
熱
度
・
糖
度
、
樹
勢
、
病
虫
害
な
ど
）
、

収
量
・
出
荷
量
デ
ー
タ
、
労
務
管
理
デ
ー
タ
（
収
穫
等
の
作
業
時
間
や
作
業
量
な
ど
）
、
物
流
デ
ー

タ
（
輸
送
経
路
、
保
管
時
間
、
欄
み
下
ろ
し
回
数
な
ど
）
、
市
場
価
格
デ
ー
タ
、
販
売
時
点
情
報

管
理
（
Ｐ
Ｏ
Ｓ
）
デ
ー
タ
、
フ
ー
ド
ロ
グ
デ
ー
タ
、
健
康
デ
ー
タ
等
、
膨
大
な
デ
ー
タ
が
生
成
さ

れ
て
い
る
。

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
が
支
え
る
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
農
業

ン
ビ
エ
ン
ト
農
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
こ
の
知
恵
を
後
世
に
伝
え
、
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社

会
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

唾奄
で三参唖?秒

1*11-2アンビエント胆粟（サプライチェーン):
生蹴から販売、iiI職まで老ICTでﾊ&適化した出典
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